
フトウエア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 


添付のじ0-民01\/1じついて（^186ぺージ） .E X P 「 e S S サーバに添付の C D - R 0 M 

「EXPRESS 巨 UILDER」 じ又められてし^るソフト 
ウェアじついて紹介します。 

EXPRESS 目 UILDER (一 187ぺージ） . セツトアツプツール 「EXPRESS 目 UILDER」 につ 

いて説明します。 

Mylex DAC〕 ンフイ グレーシヨ ン 

ユーティリティ （一193ページ） .N 8503 -44 オプションボードを使った Mylex 

ディスクアレイシステムを詳細に設をすること 
ができるユーテイリテイ 「Mylex DAC〕 ンフイ 
グレーシヨンユーティリテイ」について説明しま 
す。 


N81 03-52 オプシヨンボード Mylex ディスクア 
レイシステムを詳細に設定することができる 
ユーティリティ 「Mylex DAC コンフィグレー 
シヨンユーティ リティ」について説明します。 

ExpressPicnic (一 197ページ） . シームレスセットアップ用パラメータディスク 

(セットアップパラメータ FD) を作成するツール 
「ExpressPicnic」 について説明します。 

Express 本体用バンドルソフトウエア （一206ぺージ） ....Express サーバにインスIルするバンドルソフ 

トウエアについて説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウエア （一235ぺージ） .Express サーパを監視-管理するための管理 PC 

にインスI-ールするバンドルソフトウエアについ 
て説明します。 


RAID EzAssist コンフイ グレーシヨ ン 
ユーテイリテイ （一195ページ） . 


ONL-072bN-110Ee/110EeS-000-03-0201 
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添付の CD-ROM について 

添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDERTM 」 には、 Express サーバを容易にセットアップずるためのユーティ 
リティやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用することにより、 
Express サーバの機能をより多く引き化すことができます。 

M-O CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、 Express ヴーバの設定び完了した後でも、 OS の再 
インストールや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。なくさないように 
大切に保存しておいてください。 



• Mylex DAC コンフイ グレーシヨ ン 
ユーテイリテイ* * (193 ぺージ） 

• Global Array Manager Server* に 12 ぺージ ) 
• 自動ク iJ- ンアップツール * (218 ぺージ） 

• Array Recovery Tool* (220 ぺージ） 

• FastCheck (221 ぺージ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerA 旨 ent (20 巨ぺージ） 
エクスプレス通報サービス （ 224 ページ） 
システム診断ユーティリティ （ 24 已ぺージ ) 


—プデバイス管理:!ーティリテ- 


テー プ監視 ツール （227 ぺージ) 


Express 已 800/I lOEeS ではサボートしていません。 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


Global Array Manager Client (23 己ぺージ） 


■: • ビルド.トウ.才ーダで購入した装置のハードディスクには電源管理をする次のユー 

ティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参照して 
セットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には 
含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver . 2.1(229 ぺージ参照） 

— Powe に hute plus Ver . 5.1 1 J /5.2 J (233 ぺージ参照） 

• N 8103 -52 ディスクアレイコントローラのディスクアレイに関する設をは、ボード上の 
チップに搭載されたユーティリティ 「RAID EzAssist 」 を使用します。ユーティリティは 
Express サーバの電源を ON 後に始まる POST の間に起動させることができます。起動や 
操作に関する詳細はオンラインドキュメントをご覽くださし、。 


n-O EXPRESSBUILDER には 「 MWA 」 という管理ユーテイリテイびありまずび、本装置ではヴ 
ポートされていません。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウエアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESS 目 UILDER を使ったセットアップの際には八ードウエア 
の構成を運用時と同じ状態にしてください。 


起動メニユーにごいて 


EXPRESSBUILDER には2つの起動方まがあります。起動方法じよって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 ブート ( 起動)する 



EXPRESS 目 UILDER を Express サーパの CD - 
R 0 M ドライブにセツトして起動し、 
EXPRESS 巨 UILDER 内のシステムから起動す 
る方まです。この方まで Express サーバを起 
動するとちに示す 「 EXPRESS 目 UILDER トツ 
プメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から Express サーバ 
をセツトアップします。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


n-O • Express ヴーノ aU がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されてい 
た Express ヴーノ化1がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障 
の原因となります。 

• メニューの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス!ルされて 
いる OS を消去します。 OS もインス I ルし直ず必要びあります。 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 UILDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 

Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
2000 、 Windows NT 4.0が起動した後に、 
EXPRESS 巨 UILDER を CD-ROM ドライフ、、(こ 
セツトするとメニューが表示されます(ち図 
参照)。表示されたメニューダイア□グボ、ソ 
クスは r マスターコント□ールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコント □ ールメニューについてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 
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EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューはハードウェアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインス I -ールをするときじ使用します。 

起動 

次の手順に従って EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON (こする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライブへ CD-ROM「EXPRESSBUILDER 」をセットする。 

3. CD-ROM をセットした6、リセ、ソトするレ Ctrl〉 + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
OFF/ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


キーボードの選択 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、羊ーボードの選択メニユーが現れま 
す。購入したシステムで使用するキーボー 
ドを選択してください。なお、このメ 
ニューは、1度設定を行うとじ(降は表示さ 
れません。 


1 Express 已800シ U— ズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2001 I 



1 片-ボ-ド遇巧] 




英語キーボード 



■I ： 1度設定:を行った後、キーボードの設定:を変更したい場合は、 EXPRESSBUILDER 起動中 

pTTq (画面中央部に 「EXPRESSBUILDER」 のロゴ表示があるとき）に <K> キーを数秒間押してく 
- ださい。画面にキーボード還択画面が現れ、キーボードの再設をができます。 


EXPRESSBUILDER が起動すると、じ(下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 


れます。 



シームレスセツトアップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを行います。 0S の再インストールを含 
むセツトアップを行う場合、こちらのセツトアップ方式を選択 
してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーテイリテイを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み 0S に影響を与えることなくセット 
アップを巧うことができます。 


ヘルプ 


図終了 


ク 

4 


EXPRESSBUILDER について説明しま EXP 兰 SSBUILDER の終了画面 

ず。セットアップを実行する前に一通 が表习、 c れす。 

り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから 0 S 
(Windows 2000 - Windows NT 4.0). 各種ユーティリティのインス I -- ルまでを添付の 
CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設定で使用する場合や OS を再イン 
ス I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

r シームレスセツトアップ」を選択すると、 OS のインス I -ールを開始します。 


「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八ードディスクの内容び失われることびあります。 

セツトアップを開始した5、完了ずるまで本体の電源を OFF にしないでください。 


ソ 

ツールメニュ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 目 UILDER 
に収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設をしたい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。夕じツールメニューにある項目について説明します。 

• ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 


1 Express 已800シ U- ズ EXPRESSBUILDER Ver2.xxx-x Copyri 邑 ht に） NEC Corporation 2001 I 


ツールメニュー 

RAID] ント[]-ラ：検出 
ヴ-パ"巧-'/メントホ’'-ド：なし 



保守用 A 。 ぅィシヨン：あり 
システム]のイク"レ-シヨン：なし 

コンフイグレーシヨン情報のセーブ/リストア 

システム該断 

サポートディスクの作成 

保守用/てーティシヨンの設定 

各種 BI0S/FW のアップデート 

ヘルプ 

トップメニューに戻る 


このメニューは Mylex ディスクアレイコント□-ラが接続されているときに表示されます。 

メニューを選択するとる在認メッセージが表示されます。表示されたメッセージに従って 
操作してください。このメニューからはユーティリティを起動することはできません。 

• コンフイグレーシヨン情報のセーブ/リストア 

このメニューは PROM に E ディスクミラーリングコント日ーラが接続されているとき表示 
されます。 


ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクから復元することができます。 

—コンフィグレーション情報のセーブ 

フ□、ソピーディスクにコンフィグレーション情報を保存します。フォーマツト済みの 
フ□、ソピーディスクを用意してください。 

-コンフィグレーション情報のリストア 

フ□、ソピーディスクからコンフィグレーション情報を復元します。「コンフィグレー 
シヨン情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用意してください。 
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• システム診断 


本体装置上でを種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
橫査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プ□グ 
ラムが起動します。245ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してく 
ださい。 


• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフ□ッピ ー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I -ールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows 2000 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000をインス I ルするときじ必要となるサポートディスクを作成しま 
す （ r シームレスセットアップ」でインス I -ールする場合は必要ありません）。 

- Windows NT 4.0 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows NT 4.0をインストールするときに必要となるサポートディスクを作成し 
ます （ r シームレスセットアップ」でインス I -ールする場合は必要ありません）。 

- MS-DOS 起動ディスク 


MS-DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 

Mylex ディスクアレイコント日ーラ （ N 8503 -44) 専用です。ディスクアレイ〕ンフィ 
グレーションユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-インス I -ールシステム（セットアップ用 MS - DOS ) 

NetWare をインストールするためのセットアップ用フ□、ソピーディスクを作ぶします。 

—システム診断ユーティリティ 

システムチェックプ□グラムの起動用のサポートディスクを作成します。 

• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」 t (外の項目は 
表示されません。保守用パーティションの詳細については、8ページを参照してくださ 
い。 

I —O r 保守用パーティションの設赴の各項目を実行している剧ホ、 Express ヴーバをリセッ 

巨^ 卜したり、電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

16 M 巨程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保し、続けて各種ユーティリティの 
インストールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、を 
種ユーティリティのインス I —ルを行うことができます。 



一名'種ユー7■イリ7■イのインストール 

各種ユーティリティ共通部を CD - ROM から保守用パーティションへインストールし 
ます。 


- FD に K の起動 

MS - DOS システムの FD に K コマンドを起動します。パーテイシヨンの作成/削除など 
ができます。 


• 各種 BIOS / FW のアップデート 


インターネットで配布される r を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、 
Express サーバの目 IOS / FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「を 
種 BIOS / FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明が 
あります。 

『日 8番 街』： http :// express 5800. com / 



を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ k 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 卜 

記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows NT の ミ 

メモ帳などで読むことができます。 ア 

編 

I n-O BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動でをなくなります。 


• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを表示します。 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 2000、 
Windows NT 4.0が動作しているコンピュータ上 
で添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をセ、ソ 
卜すると、「マスターコント□ールメニュー」が自 
動的に起動します。 


g ; システムの状態によっては自動的に起動しな 

い場合があります。そのような場合は、 CD - 
ROM 上の次のファイルをエクスプローラ等 
から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスターコント□—ルメニューからは 、 Windows 95/98/ Me、Windows 2000、 
Windows NT で動作するを種バンドルソフトウエアのインス I -ールやオンラインド羊ュメン 
卜を参照することができます。 

^ オンラインドキュメントは HTML 文書で記述されています。オンラインドキュメントを参照 
云巧]する前(こ、あ6かじめご使用のオペレーティングシステムへ HTML ブラウザをインストール 
しておいてください。また、 HTML 文書がブラウザに正しく関連がけ6れていないとファイ 
ルが開けないときがあります。そのようなときは262ページを参照して関連付けを再設定し 
てください。 

jl ; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
I レ、,。のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウエアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウじ表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックで現れるポップアップメニューから行います。 

M-O • CD - ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよびメ 
ニューか5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてくださ 
い。 

• メニューにある 「 MWA 」 という管理ユーテイリテイは本装置ではサボートされていませ 
ん /。 
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Mylex DAC コンフイグレーシヨンユーテイリテイ 


Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティは、オプションの N 8503 -44 ディスクアレイコント □- 
ラを使った Mylex ディスクアレイコント□-ラ（じ(降 r アレイコント□ー ラ」と呼ぶ)およびディスクアレイ 
システムを構築する八ードディスクに対して詳細な設定-制御をするためのソフトウエアです。 



Express 曰800/ I lOEeS ではこのソフトウエアをサボートしていません。 


本ユーテイリテイのほ用制限 


通常、ディスクアレイシステムは EXPRESSBUILDER の r シームレスセットアップ」でセット 、 
アップし、おもに Global Array Manager で管理•保守します。本ユーティリティは、次の ^ 

ような限られた場合でのみ使用します。 卜 

ヴ 

• オプションの N 8503 -44 ディスクアレイコント日ーラに対してシームレスセットアップ 互 

では設をできないような複雑なディスクアレイシステムを設定するとき P 

• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき 


使用上の注意 


Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティを使用する前じお読みください。 

• このユーティリティはオプションの N 8503 -44 ディスクアレイコント□ーラに接続され 
た八ードディスクに対してディスクアレイを構築するためのものです。他のボードに対 
する設定はできません。 

• ユーティリティの起動には、 「 DAC コンフィグレーション FD 」 と呼ばれるフ □、ソ ピーディ 
スク（サポートディスク）が必要です。サポートディスクは、添がの CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 から Express サーバを起動したときに表示されるメニューから作 
成します ( r ツール」の「ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ」または「、ソー 
ル」の r サポートディスクの作成」 一 r ディスクアレイコンフィグレーションユーティリ 
ティ」)。 

• ユーティリティの使用方まやディスクアレイに関する用語の説明については 、 Express 
サーパに添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 にあるオンラインドキュメントをご覧 
ください。 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 
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Windows NT 4.0 のインストールを行うときは、まずシステムドライブを1つだけ作成 
してインス I -ールしてください。 

複数のシステムドライブを作成するときは、いったんインストールを行った後にシステ 
ムドライブを追力□してください。再インストールのときも同様の手順で行ってくださ 
い。また、 RAD 0 のシステムドライブと RAID 1 や RAD 5 など冗長性(パリティなど)のあ 
る RAID のシステムドライブが1つのパック内に混在するような設定をしないでくださ 
い。 

コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバッ 
クアップを行ってください。 

自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新されます。 

このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてください。故障 
した八ードディスクを巧換してスタンバイディスクの設をを行った後、バックアップす 
ることをお勤めします 

— "〇 コンフィグレーシヨン情報のノいックアップを行っていないとコンフィグレーシヨン情報 
び破壊された場台や誤って情報を変更してしまった場合に情報を復旧ずることびできま 
せん。コンフィグレーション情報び正しくないと八ードディスク内のデータは保護され 
ず、その内容び失われてしまラことびあります。 




RAID EzAssist コンフイグレーシヨンユーテイリテイ 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティは、オプションの N 8103 -52 ディスクアレイコント 
□-ラを使った Mylex ディスクアレイコント□-ラ似降「アレイコント□-ラ」と呼ぶ）、およびディスク 
アレイシステムを構築する八ードディスクに対して詳細な設定-制御をするためのソフトウエアです。 



Express 曰800/ I lOEeS ではこのソフトウエアをサボートしていません。 


本ユーテイリテイのほ用制限 


通常、ディスクアレイシステムは EXPRESSBUILDER の r シームレスセットアップ」でセット 、 
アップし、おもに Global Array Manager で管理•保守します。本ユーティリティは、次の ^ 

ような限られた場合でのみ使用します。 卜 

ヴ 

• オプションの N 8103 -52 ディスクアレイコント日ーラに対してシームレスセットアップ 互 
では設をできないような複雑なディスクアレイシステムを設定するとき P 

• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき 


使用上の注意 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティを使用する前にお読みください。 

• このユーティ リティはオプションの N 8103 -52 ディスクアレイコント□-ラに接続され 
た八ードディスクに対してディスクアレイを構築するためのものです。他のボードに対 
する設定はできません。 

• ユーティリティの使用方まやディスクアレイに関する用語の説明については 、 Express 
サーバに添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 にあるオンラインドキュメントをご覧 
ください。 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 

• Windows NT 4.0のインストールを行うときは、まずシステムドライブを1つだけ作成 
してインス I -ールしてください。 

複数のシステムドライブを作成するときは、いったんインストールを行った後にシステ 
ムドライブを追力□してください。再インストールのときも同様の手順で行ってくださ 
し、また、 RAID 0 のシステムドライブと RAID 1 や RAID 5 など冗長性(パリティなど)のあ 
る RAID のシステムドライブが1つのパック内に混在するような設定をしないでくださ 
い。 
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コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバッ 
クアップを行ってください。 

自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新されます。 

このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてください。故障 
した八ードディスクを交換してスタンバイディスクの設定を行った後、バックアップす 
ることをお勤めします 

— "〇 コンフィグレーション情報のノックアップを行っていないとコンフィグレーション情報 
び破壊された場合や誤って情報を変更してしまった場合に情報を復旧することびできま 
せん。コンフィグレーション情報び正しくないと八ードディスク内のデータは保護され 
ず、その内容び失われてしまラことびありまず。 




ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 Express サーバのセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成する 
ツールです。 


EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときじ前回と同じ設をでインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESS 目 UILDER から Express サーバを 
セットアップすることをお勃めします。 

■ I ： 「セットアップパラメ ータ FD 」 がなくても Windows 2000または Windows NT 4.0をインス 
卜ールすることはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は 、 EXPRESSBUILDER 
を使ったセットアップの途中で修正-作成することもできます。 

ソ 

フ 


ExpressPicnic のインストール 


編 

セットアップパラメータ FD を作成するために Windows 2000または 、 Windows NT 3.51 
J : 又降 、 Windows 95/98/ Me で動作している〕ンピユータじ ExpressPicnic をインス I —ル 
します。 

■: ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

rE37n 


Windows 2000 • Windows NT 4.0 • Windows 95/98/Me 


Windows 2000、または Windows NT 4.0 、Windows 95/98/ Me で動作しているコン 
ピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

■ I ； お使ぃになってぃるモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

L ヒン jT I 同じ手順でセットアップすることができます。 


1 . OS を起動する。 

2. ミ!^付の CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を CD - ROM ドライブ、じセツトする。 
マスター コント □ールメニューが 表示されます。 
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3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージじ従ってインストールを続け 
てください。 



ExpressPicnic t ゥトアゥフ • 7•ログ非へようこそ。 
Wfci このフ•日ク 、うり ま、 ] ンヒ•ュづに ExpressPicnic ぞ 
クが HI ■します。 

この t クトアゥ:?* ] •日グう t を実巧する前に、すぺての Windows 
)4 ログ北をぶずが了して下さし1。 

[おン邮]ホ''クンをクリゥクし t •が•がフ‘日グうげが了した散現 
なほ巧中の : r ログうムぞすべてが了させて下さい。 


普告：このフでク''うりま、ぎな権;'去およむ:国隙莫約によって 
巧話されています。 

この]、グうム、またはその一がをお化で巧製または配ホす 
ることは、まなにより禁止されています。 


/日巧皿:！ ^ I 


[ユーザの情報]ダイア□グボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インストールを完了した6[終了]ボタン 
をクリックし、「セットアップパラメータ 
FD の作成」(こ進んで < ださい。 


巧 



^；?、^を~^!^^^ぉの娜を号ぞ入力し、[みへ]ホ'' クンを 





<戻る巧） J みへ(の> J _ WM J 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライブにセツトする。 

3. ファイルマネージヤまたはコマンドプ□ンプトか6、 CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 の 
「¥ WINNT¥P に MC ¥ SETUP ¥ SETUP £ XE 」 を実巧する。 


セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。イ 
ンストールを完了した6、「セットアップパラメータ FD の作成」(こ進んでください。 
















































ットアップパラメータ FD の作が 


0 S をインストールするためじ必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 U 下の手順に従ってください。 

■L 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指をしたフォルダ名を 
I レ、/卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定:しています。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる。 

く Windows 2000 - Windows NT 4.0 • Windows 9己/ 98/ Me の場合> 


スター トメ ニューから [プログラム]— 
に xpressPicnic ] — [T rekking ] の順にポ 
イントし、インストールしたい 0 S 
([Windows NT 4.0] または [Windows 
2000])をクリックする。 





く Windows NT 3.日1の場合> 

プ□グラムマネージャの 
[ ExpressPicnic ] グループか6 
[ Trekking ] アイコンをダブルクリックす 

る。 



2 . [ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 
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3. を項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 



4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リ、ソクする。 

[丰ヤンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイア □ グボ、ソクスが表 
示されます。 


^本’博報 


巧まマシン I 面匡削 l iM m— —— 

インスト—ルバス |mnnt 

r ，二:'の通巧 



P 巧紀 J 、•ーテイシヨン[2000 Me (の加〜朋 9999 MB ) 

r 既巧のバーテイシヨン 
r を巧巧を新規巧ぶ 
ロファイルシステムを NTFS へ変换 



已.[セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボ、ソクスをオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアッ 
プ情報のファイルをを入力する。 

巨. 1.44 M 目でフォーマット済のフ□、ソピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
(こセットし、 [ OK ] ボタンをクリックす 
る。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
2000や Windows NT 4.0をインストールするときじ使用します。ラベルを貼り大切に保管 
してください。 

I • 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

[ h!Li • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 
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ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストー 
ルする場合は、 じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

I n-O 追加でインス I ルするアプリケーシヨンは、シームレスセットアップ対応されている必要 
びあります。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（199ぺージ参照）。 


2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順(こ表示されます。 

4 .メ、ソセージ(こ従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]ボタンをク 
リックする。 



ソ 

フ 



[キャンセル]ボタンをクリックすると 
人力した内容が消えてしまいます。 


瓦[アプリケーションの設定画面]が表示さ 
れた6、[追加アプリケーションのインス 
トール](こチェックを入れる。 

巨.[ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセツトアップ情報のファイルをを入力 
する。 


7. 1.44 MB でフォーマツト済のフ□、ソピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
(こセットし、 [0 K ] ボタンをクリックす 
る。 
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オプシヨンの大容量記憶装置ドライ/ V のインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （199 ぺージ参照）。 

2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する。 


[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 


4. メッセージ(こ従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]ボタンを ク 
リ、ソクする。 

I チェック I 

[キャンセル]ボタンをクリックすると 
入力した内容が消えてしまいます。 

己.[アプリケーシヨンの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 


Windows 2000用のセットアップ情報 
ファイルを作成するとき、[ディスクの 
設定]で [ OS 種別]を [Windows 2000 
Professional ] にした場合は選択できま 
せん。 

巨.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
F D ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済のフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 
[0 K ] ボタンをクリックする。 
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コンピユータか 6 の情報探取 


ExpressPicnic が、起動しているマシンのセ、ソトアップ情報を自動的に採取し、セットアッ 
プ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• リモートアクセスサービス （ RAS ) (こついては設定情報を探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を採取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （199 ぺージ参照）。 



2 . [オプション]メニューの[現マシンから晴 
報取得]をクリックする。 

取得後は、確認/修正画面に移ります。 
初期値が、取得したデータになっている 
ことを除けば r 情報ファイルの新規作 
成」、あるいは r 情報ファイル修正」と同じ 
です。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

Windows 2000 用セットアップ情報ファイルの作成 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（199ぺージ参照）。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル] をクリックする。 
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3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセツトアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 


4. [追加]ボタンをクリ、ソクする。 


5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 

巨. [0 K ] ボタンをクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]ボタンを 
クリ、ソク する。 

選択したファイルをのセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 




Windows NT 4.0 用セツトアップ情報ファイルの作成 


1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 199ぺージ参照）。 


2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル]をクリ 、ソク する。 
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3. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
を指定する。 

4. [セットアップ パラメータ FD 作成時の設 
定]か6どち6かのオプションを選択す 
る。 

[マシン毎に FD を作成] 

1枚のセツトアップパラメータ FD じセツ 
トアップ情報ファイルを1つセーブしま 
す。 



[一枚の FD に複数マシン分を保存] 


1枚のセットアップパラメータ FD (こ複数 
のセツトアップ情報ファイルをおさめま 



5. [0 K ] ボタンをクリックする。 

6 . マシンごと(こ変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、セットアップ情報 
を作成する。 


ダイア□グボックスが表示されます。 

7. 必要な設定を終えた6、 [0 K ] ボタンをク 
リックする。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


8. フ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディス 
クドライブにセットし、 [0 K ] ボタンをク 
リックする。 

しば6くすると、さ6に情報ファイルを 
作成するかどうかの確認があります。 



9. セットアップ情報を作成するときは、[は 
し叫ボタンをクリックする。 

セットアップ情報を作成するダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

[いいえ]ボタンをクリックすると、 
ExpressPicnic ウインドウ(こ戻ります。 



I チェック I 

[マシン毎に FD を作成]を選択した場合は、セットアップ情報ファイルを作成するたびにフ□、ソ 
ピーディスクのセットを要求されます。[一枚の FD に複数マシン分を保存]を選択した場合は、 
同じフ□、ソピーディスク上に作成したファイルをおさめるため、フ□、ソピーディスクをセット 
する要求は1度しかありません。 
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Express 本付;用バンドルソフトウエア 

Express サーバにバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まじついて簡単に説明 
します。詳細はオンラインド车ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAgent(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）は Windows 2000 /Windows 
NT で運用している Express サーバにインス!-ールするサーバ監視用アプリケーションです。 
EXPRESS 巨 UILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができま 
す。ここでは個別にインス I -ールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）の使用にあたってのを意事項や補 
足説明がオンラインドキュメントで説明されています。添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 
2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガイド」を参照してくださし、。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO / ServerAgent を動作させるためじは Windows 2000 /Windows NT の TCP / IP と 
TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|3前96「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの rpublic 」 から変 
要した場合は、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定：したコミュニティ名1と同じを前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPRO / ServerAgent のインストールは添が 
の CD - ROM 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 をイち用しま 
す。 Express サーバ上の Windows 2000/ 
Windows NT 4.0が起動した後、 Autorm で表示 
されるメニューから[ソフトウエアのセツトアツ 

プ]-拒 SMPRO ]- 拒 SMPRO / ServerAgent ] 
の順にクリ、ソクしてください。じ(降はダイア□グ 
ボックス中のメッセージに従ってインストールし 
てください。 


M-O • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 、， 

• Mylex ディスクアレイコント□-ラを監視する場 S ホ、 Global Array Mana 呂 er およ フ 

び GAM ドライバ（呂 amdrv . sys ) をインス!ルずる必要びあります。 た 

EXPRESSBUILDER か SESMPRO/ServerA 呂 ent のセットアップを起動ずると、 二 

自動的に Global Array Mana 呂 er のインスIラは起動しますび、 GAM ドライバは ア 
インストールされません。 GAM ドライバは事前にインストールしてください。 編 

• AMI ディスクアレイコント□-ラを監視ずる場合は、 Power Console Plus をインス 
Iルずる必要がありまず。 EXPRESSBUILDER か 5ServerA 呂 ent のセットアップ 
を起動ずると、自動的に Power Console Plus のインストーラび起動します。 



ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 



[ヒントI 


アップ デートインストールに ついて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メ ッ セー ジに従って処理して くださし、。 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO / ServerAgent をインストールした後に次の手順で正しくインストールされている 
ことを磕認してください。 

1 . Express サーバを再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO / ServerAgent の監視サービスに関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 
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ESMPRO / ServerAgent(NetWare 版) 


ESMPRO/ServerAgent ( NetWare 版）は NetWare で運用している Express サーバにインス 
I -ールするサーバ監視用アプリケーシヨンです。 

H-O Express 已800/11 OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


，： ESMPRO / ServerAgent ( NetWare 版)の使用にあたってのを意事項や補足説明が「運用*保ず 

L 卜、小 I 編」の「トラブルシューティング（264ぺージ）」で説明されています。 


インス I ル前の準備 

動作環境をお認してください。 

• ノ、ードウェア 

—インス I ルする装置 

ーメモリ 

-八ードディスクの空き容量 

• ソフトウェア 

NetWare 3.2 NetWare 4.2(日本語版 ） （SFT III では使用できません 。）、 NetWare 5 
(日本語版 ）、 NetWare 5.1(日本語版） 

I — "〇 NetWareOS のモジュール rcUB . NLM 」 はパージョン 3.12 hiy 上を必ず使用してくだ 
さい。リブートやシャットダウンびできなくなる 場 台びあります。 


インストール 

インス I -ールはサーバマシンから行います。 

1. サーバの CD - ROM ドライブに CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をセットし、 CD - ROM ボリューム 
をマウントする。 

2 . System Console か SiU 下のようじ入力する。 

LOAD ボリューム名: ESMPR 0¥ I 386¥ AGENTNW¥SETUP 

(ボリュームさ): CD - ROM のボリュームさ)） 

Console 画面(こサーバのモデルをと番号が表示されます。 

3. 画面の指示(こ従ってインストールを続ける。 

4. トラップ通知先マネージャの登録をする。 

サーバのトラップを ESMPRO / ServerManager (こ通知するためじサーバにトラップ通®先マネー 
ジャの登録をしてください。サーバの SYS ボリュームの ETC ¥ TRAPTARG . CFG ファイル(こ IPX 
アドレスまたは IP アドレスを登録します。 


Express 5800/1 10 Ee 

OS の動作に必要なメモリ十5.0 M 目じ(上 

S 丫 S ボリ ュ ームに5.0 M 目 W 上 
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ESMPRO / ServerManager の設定によっては IPX でのトラップではサーバ名が表示されません。 
その場合は IP アドレスを登録してください。 IP アドレスを使用する場合は NetWare のマニュアル 
を参照して、下じド/1ドプロトコルの設定を行ってください。 

TRAPTARG . CFG ファイル(こついてはこの後の説明を参照してください。 IP アドレスを使用する 
場合は、オペレーションウィンドウで NetWare サーバの発見に続いて、 TCP / IP ホストの発見も 
巧ってください。 

己 . Time Zone の設定を確認する。 

サーバの SYS ボリュームにある AUTOEXEC . NCF ファイルの先頭に J ： rF のコマンドがあることを 
確認してください。詳細については、 NetWare のマニュアルを参照してください。通常は、 0 S の 
インストール時に記述されます。 

Set Time Zone 二 JST -9 


目. SNMP . NLM の□ー ドの順番を確認する。 


AUTOEXEC . NCF ファイル(こ SNMP . NLM の□ー ドの記述がない場合(こはインストーラが 
SNMP . NLM の□ー ド行を追加します。 SNMP . NLM を自動□ー ドするモジュールがある場合は、 
ESMPRO / ServerAgent ( NetWare 版）のインストーラが追加した SNMP . NLM のパラメータが有 
効にな6ない場合があります。 NetWare の ins ね II ユーティリティ (NetWare 5/5.1 (日本語版)の場 
合は、 NetWare 環境設定ユーティリティ）で AUTOEXEC . NCF ファイルを編集してください。 

w-oira 

TCPIP . NLM は SNMP . NLM を自動□—ドするため、 ESMPRO / ServerA 呂 ent(NetWare 
版)のインス I ラび追加した SNMP . NLM のパラメータを有効にしません。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 
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TCPIP . NLMiy 州こも SNMP . NLM を自動□—ドするモジュールわ帘在する可能性びありまず 
のでま意してください。 


• L 励 

NetWare の install ューティリティ （ NetWares ( 日本語版）は、 NetWare 環境設定:）の起動につぃて 
参 NetWare 3.2 J の場合 

サーバの SystemConsole で 「load install 」 と入力し、[システムオプション]の 
[ AUTOEXEC . NCF ファイルの編集]メニューを還択します。 

• NetWare 4.2(0 本語版)場合 

サーバの SystemConsole で 「load install 」 と入力し、 [ NCF ファイルオプション]の 
[ AUTOEXEC . NCF ファイルの編集]メニューを還がします。 

• NetWare 5/5.1 (日本語版）の場合 

サーバの SystemConsole で 「load nwconfig 」 と入力し、 [ NCF ファイルオプション]の 
[ AUTOEXEC . NCF ファイルの編集]メニューを還択します。 

7. Global Array Manager がインストールされていることを確認する。 

ESMPRO / ServerAgent ( NetWare 版)でアレイシステムを管理する場合は 、 Global Array 
Manager Server (GAM Server ） が必要です。サーバに rGAMAGENT . NLM ( Ver .2.1 15]:>(上)」が 
□ー ドされていることを確認してください。 

GAM Server がインストールされていない場合は 、 「Global Array Manager 」 を参照してインス 
トールしてください。 

[ modulesJ コマンドを使用するとサーバに口ードされているモジュール名やバージョンが表示 
されます。 
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8. サーバを再起動する。 

9. ラックマウントシステムをを入力する。 

複数のサーバを1つのラックマウントシステムとして管理する場合は、サーバの SystemConsole 
で] U 下のコマンドを使用して設定してください。 

esm_rackname ニネホを 

(ネネネはラックマウントのシステムを称で、任意の値。16文字]: i 内の英数字(ル文字のみ)） 

同ーラックマウントシステムの2つじ(上のサーバにがして同一のラックマウントシステム名称を 
設定:してください。サーバの SystemConsole で 「 esm _ rackname 」 と入力すると現を設定:されて 
いるラックマウントシステム名称が表示されます。 


TRAPTARG.CFG ファイルの作成 

TRAPTARG . CFG ファイルは、トラップメッセージの通知先マネージャを設定:するファイル 
です。サーバの SYS ボリュームの ETC デイ レクトリに作成します。 

く ファイル フオー マット> 


Protocol <name> 
通知先アドレス 
通知先アドレス 


く name 〉 にはトラップを送信するために利用するプ〇トコルを ( IPX または IP ) を指をしてくだ 
さい。通知先のアドレスには、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「マシンのアドレスを指をしてくだ 
さい。それぞれの通知先アドレスは異なる行に指をしてください。 

I M-O 通知先アドレスの先頭に必ずスぺースを入れてください。 


く TRAPTARG . CFG ファイルの例> 


Protocol IPX 

DEAD8022:0020AFECA22A 
DEAD8023:0020AFECA22A 
Protocol IP 

198.22 .2.25 
198.22 .2.69 


IPX アドレス設定:部分の 「DEAD 802 2」の部分は Network Address を指定:します。 
r0020AFECA22A 」 の部分は ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「マシンの MAC Address を指定:しま 
す。「198.22.2.25」の部分は ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「マシンの IP アドレスを設走:します。 
IPX プ □トコ ル使用時の NetWork Address と MAC Address は、トラップを受け取る 
[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「マシン（クライアント）で調べます。 










①トラップ送信元のサーバの SYS ボリュームにネットワーク接続する。 

③ DOS プ□ンプトを起動する。 

③ カレントドライブを PUBUC ディレクトリに変更する。 

④ NetWare OS のパージョンによりじ(下のコマンドを入力する。 

NetWare 3.2 J の場合 userlist /a 

NetWare 4.2( 日本語版 ） /NetWare 5/5. KB 本語版）の場合 niist user /a 

t (下のような実行結果となります。（ネットワークドライブを E ドライブとした場合) 


E:¥PUBLIC>nlist user /a 

Object Class: User 

Known to Server: U99_4X 

Conn = The server connection number 


* = The asterisk means this is your connection 

User Name = The login name of the user 

Address = The network address 

Node = The network node 

Login time = The time when the user logged in 


Conn *Use「Name Address 


Node 


Login Time 


1 MOMO [33333333][ 1] 

2 YUU [33333333][ 1] 

4 ADMIN |；DEAD 802 2] [ 20AFD650E6] 

5* SUPERVISOR |；DEAD 802 2] [ 805FC20FEE] 

A total of 4 User objects was found on server U99_4X. 


96-09-10 10:0 致00 
96-09-10 10:0 致00 
96-09-10 10:1 致00 
96-09-10 11:12:00 
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⑥ TRAPTARG . CFG には実行結果で取得した「*」のついているユーザーの Add 「 ess:Node 
を指定する。 


Pr 饥 ocol IPX 

DEAD 8022:80己 FC20FEE 


アンインストール 

アンインストールはクライアントマシンから行います。 

1. クライアントか6対象サーバの SYS ボリューム(こネットワーク接続する。 

2. ファイルマネージャなどで ESMAGENT ディレクトリと ESMDATA ディレクトリを削除する。 

3. AUTOEXEC.NCF ファイルの J：rF の巧を削除する。 

SEARCH ADD sys:¥esmdata 
ESMSTART 

4. サーバを 再起動する。 
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Global Array Manager Server(Windows 2000 /Windows NT 脱 


Global Array Manager ( GAM ) Server (Windows 2000 /Windows NT 版）は Mylex ディスク 
アレイシステムを構築している Windows 2000 /Windows NT サーバの監視-管理用のアプ 
リケーシヨンです。 



Express 己800/ I lOEeS ではこのソフトウエアをヴポートしていません。 


GAM Server の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 GAM の操作方法については、 CD-ROMfEXPRESSBUILDERJ 
内にあるオンラインド车ュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照し 
てください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Server があらかじめインス I -ールされている場合もありま 
す。インス I ル済みの GAM Server の管理者用アカウントである 「 gamroot 」 は作成してい 
ますが、パスワードを設定していません。このままでも使用できますが、セ丰ュリティ保持 
の観点からパスワードを設をされることをお勧めします。 

購入時にインストール済みの GAM Server の設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインド羊ユメント 「Global Array Manager Server 
(Windows 2000 /Windows NT 版)インストレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

GAM Server は添付の CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I ルでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。「手動インストール(新規インス 
トール)」の 「GAM Server をインス I -ールする前に」で記載した内容を満足するようにシーム 
レスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください ( DAC ドライバや GAM ドライバ 
は Mylex ディスクアレイコント□ーラが接続されたマシンのシームレスセットアップで自動 
的に組み込まれます）。 

シームレスセットアップ後に設定をしなければならない項目は特にありません。 

ただし 、 GAM Client から GAM Server を制御するために 「 adminstrator 」 権限を持つユーザ 
rgamroot 」 が必要です。シームレスセットアップではこの 「 gamroot 」 を作成します。シーム 
レスセットアップで GAM をインス I -ールするときはシームレセットアップの設を時に 
r gamroot 」 のパスワードを設をすることをお勤めします。 

パスワードを設ちしないとセキュリティ上の問題が発生する可能性があります。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 
インストールに関する詳しい手順については、 CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 内にある才 
ンラインド羊ュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版) 
インストレーシヨンガイド」を参照してください。また、 GAM の操作方法については、 CD - 
ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド羊ュメント 「Global Array Manager オペ 
レーシヨンガイド」を参照してください。 


GAM Server をインストールする前に 

GAM Server (Windows 2000 /Windows NT 版）をインストールするときは、次に示す準備 
をしておく必要があります。 ■ 

• DAC ドライバが組み a み済みであること W 

• GAM ドライバが組が A み済みであること （ N 8503 -43/44/49 を接続した Windows NT ^ 

4.0シスてムの場合） ウ 

• TCP / IP の設走:が終了していること y 

• システムのアップデートが終了していること 編 

36ぺージ (Windows 2000). 53ぺージ (Windows NT ) を参照してください。 

• SNMP サービスの設定が終了していること 

ESMPRO と連携する場合 GAM Server のインス I -ールに先立って設定を終了させておく 
必要があります。 


GAM Server のインストール手順 


GAM Server のインストールは添付の 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 と書かれた CD - ROM を 
使用します。 

Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESS 巨 UILDER の CD - ROM をドライフ、'(こ 
セット後、 Automn で表示されるメニューか 
ら[ソフトウェアのセットア、ソプ]- 
[ ESMPRO ]- [関連ユーティリティメニュー 
へ ]— [Global Array Manager ] の順にクリッ 
クします。ここで表示される[セットアップオ 
プシヨンの選択]ダイア□グボ、ソクスの [GAM 
Serve 「インス!'''ール]をチェックし、[次へ]ボ 
タンをクリックしてください。じ(降はダイア 
□グボックス中のメ 、ソ セージに従ってインス 
トールしてください(をダイア□グボックスで 
の推奨する操作をヒントじまとめています)。 


E 
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アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 
GAM Server のインストール後は必ずシステムを再起動してください。 


■; 一 • [Modify Configuration File] ダイアログボックスでは[いいえ]をクリックしてくださし、。 

I じ卜 I • [Setup Complete] ダイアログボックスで [No, I will restart my computer later] を還択し 
てくださし、。 

• [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager[x.xx] の環境設をを 
行ないます]はチェックしてください。 


GAM Server の環境設定 

• GAM の管理者用アカウント gamroot の登録 

GAM を使用する場合、 GAM の管理者用のアカウントである gamroot (すべてル文字)とい 
うユーザが 必要です。 Windows 2000 /Windows NT の ユーザマネー ジャで登録してく 
ださい。 gamroot が所属するグループには Adnninist 「 ato 「 s ( ドメインサーバの場合は 
Domain Admins ) を追力□してください。 

I M -0 カスタムインス I ルモデルなどで GAM Server をインス I ルして出荷している装 
置については、呂 amroot ユーザは登録済みです。ただし、パスワードを設定していま 
せん。セキュリティ保持の観点か5必ず、パスワードを設定ずるようにしてください。 


• GAM Server の環境設定ファイルの修正 

[セットアップの完了]ダイア□グボックスのに lobal Array Manage 「[ x . xx ] の環境設定を 
行ないます]をチェックした場合、この作業は不要です。なお、修正する場合はオンライ 
ンド车ュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版)イン 
ストレーシヨンガイド」を参照してください。 









Global Array Manager ServeKNetWare 版) 


Global Array Manager ( GAM ) Server ( NetWare 版）は Mylex ディスクアレイシステムを構 
築している NetWare サーバの監視-管理用のアプリケーションです。 



Express 5800 /n OEeS ではこのソフトウエアをサボートしていません。 


Mylex ディスクアレイシステムが、 N 8103 -53/52 の場合は、 Mylex ディスクアレイシステム 
に添付のマニュアルを参照してインストールしてください。 

Mylex ディスアレイシステムが、 N 8503 -43/44/49 の場合は、これ t (降の説明を参考じして 
インストールしてください。また、 GAM の操作方まについては CD - R 0 M 
「 EXPRESSBULDER 」内にあるオンラインド车ュメント 「Global Array Manager オペレー 
シヨンガイ ド」を参照してください。 

動作環境 

動作環境を磕認して<ださい。 

• ノ V - ドウエア 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

ェ 

ア 

編 


-インストールする装置 


-メモリ 

-八ードディスクの空き容量 


Express 5800/1 10 Ee + Mylex ディスクアレイシス 
テム 

0 S の動作に必要なメモリ+1 M 巨じ(上 
2 MBW 上 


• ソフトウェア 


NetWare 3.2 NetWare 4.2(日本語版 ） （SFT III では使用できません 。）、 NetWare 5 

(日本語版） 


• 対応する GAM Client GAM Client 2.15 


GAM Server をインストールする前に 

GAM Se 「 ve 「( NetWa 「 e 版）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 

• インス I -ール用のフ□、ソピーディスクを用意していること（この後の手順で作ぶします）。 
• 制御の対象となるアレイコント□ーラが取りがけられていること。 

• Mylex アレイドライバのバージョンが5.00 m であること。 

I pi ： サーバの System Console で 「modules mdac ] と入力するとモジュールのバージョンを確 

L ヒン。 認することができます。 

— "〇 EXPRESSBUILDER の CD-ROM の下のディレクトリに、パ’ージョンび日.00のの 
アレイドライバび格納されていまず。 

- NetWare 3.2 J : NetWare ¥ v 3 _x ディレクトリ 
- NetWare 4.2: NetWare ¥ v 4_ x¥old ディレクトリ 
- NetWare 己.0: NetWare ¥ v 5_ x¥old ディレクトリ 
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• NetWare の TCP / IP の設定が終了していること。 

TCP/IP の設をについては、 NetWare のマニュアルを参照してくださし、。 

[tW] 


インスI-ール用のフ□ッピーディスクの作成 


次の手順でインストール用のフ□、ソピーディスクを作成します。フォーマツト済みフ□、ソ 
ピーディスクを1枚用意してください。 

g; NetWare のシステムコンソールから 「DOWN」、「EXIT」 を実行すると、 MS-DOS 環境になり 

fE 外]ま3。 

Switch コマンドを使用して CD-ROM ドライブが使える環境に切り替えてください (Switch コ 
マンドを使った環境の切り替え方まは、導入編の NetWare のインストールを説明している章 
で記載されています）。 


1. CD-ROMrEXPRESSBUILDER 」 を CD-ROM ドライブに、フ □ 、ソピーディスクをフ□、ソピーディ 
スクドライブにセツトする。 


2. CD-ROMrEXPRESS 目 ULDER 」のディレクトリ 「 ¥esmpro¥i386¥gam2¥nw¥ver 2.20 ¥」じある 
すべてのファイルをフ □、ソ ピーディスク ( こコピーする。 

3. フ □ 、ソピーディスク内にコピーしたすべてファイルの属性を r 読み取り専用」か読み書き可能」 
に変更する。 


インストール 


次の手順に従って NetWare で動作している Express 5800シリーズ本体に GAM Server 
( NetWare 版）をインス I '''ールします。 


1. インストール用のフ □ 、ソピーディスクを装置本体のフ □ 、ソピーディスクドライブにセツトする。 

2. NetWare のシステムコンソールで ra:¥instalU と人力して、 <Enter> キーを押す。 

3. 画面の指示 ( こ従いインストールを巧う。 

4. INSTALL.NLM(NetWare 3.2J および NetWare 4.2( 日本語版）の場合）か 、 NWCONFIG 
(NetWare 己（日本語版）の場合）を □- ドし AUTOEXEC.NCF ファイルの編集を選ぶ。 

AUTOEXEC.NCF ファイルにはインストールによって LOAD GAMEVENT 巧が追加されていま 
す。 


修正例を参考に LOAD GAMEVENT 行の〕メント「 # 」を削除して GAM Client マシンの IP アドレス 
を記述してください。次の巧に GAMAGENT の LOAD 行を追加してください。 


修正例） 

修正前： #LOAD GAMEVENT -h <IP Address 〉 

修正後： LOAD GAMEVENT -h 123.45 .67.89 -123.4 己 .67.90 
LOAD GAMAGENT 









己 Express サーバを再起動する。 


GAMSERV.NLM と GAMAGENT.NLM が□ー ドされていることを確認してください。 

もし □— ドされていない場合は、 mdac.ham のバージョンが 5.00 m であることを確認してくださ 
い。また、 AUTOEXEC.NCF ファイルにある次の行を sys ボリュームのマウント〕マンドの直後 
( こ移動してください。 

LOAD GAMSTUBS 

画 

System Console で 「 modules 」 と入力すると口ードされているモジュールの一寶が表示されま 
す。 


AUTOEXEC . NCF の編集は、 INSTALLNLM(NetWare 3.2 J 、および NetWare 4.2(日本語版）の 
場合）か、 NWCONFIG ( NetWare 5( 日本語版）の場合）を口ードし 「 AUTOEXEC . NCF ファイル 
の編集」を選ネ尺するとできます。 

ソ 

目 . 環境設定をする。 ^ 

NetWare サーバ(こ rgamrootj というさ ) 前でユーザーアカウントを作成してください。 ウ 

NDS 環境の場合は rgamrootj をバインダリコンテキスト上に作成してください。 £ 

編 

アンインスI-ール 

次の手順に従って GAM Se 「 ve 「( NetWa 「 e 版)をアンインス I -ールします。 

1.INSTALL.NLM (NetWare 3.2J および NetWare 4.2( 日本語版）の場合）か、 NWC0NFIG 
(NetWare 日（日本語版）の場合）を□-ドし AUTOEXEC.NCF ファイルの編集を選ぶ。 

2. 次の日行を削除する。 

LOAD GAMSTUBS 
LOAD GAMSERV 
LOAD GAMEVENT …… 

#L0AD RAIDBLD …… 

LOAD GAMAGENT 

3. Express サーバを再起動する。 
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自動クリ ーン アップ ツール 


自動クリーンアップツールは Mylex ディスクアレイの整合性をチェックし、橫化した不整合 
を修復するアプリケーシヨンです。 

I n-O Express 已800/11 OEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


自動クリーンアップツールの動作環境や使用方まについては、 EXPRESS 巨 UILDER 内にある 
オンラインド车ュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に自動クリーンアップツールがあらかじめインス I -ールされている 
場合もあります。インストール済みの自動クリーンアップツールは、スケジュールの設をが 
されていません。スケジュール設をについては、後述の自動クリーンアップツールの環境設 
定や EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド车ュメント「自動クリーンアップツールイン 
ストレーシヨンガイド」を参照し、設定してください。 

購入時にインストール済みの自動クリーンアップツールの設を内容については CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 内のオンラインド车ュメント「自動クリーンアップ、ソールインスト 
レーシヨ ンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

自動クリーンアップツールは添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 じ収められている 
Windows 2000 /Windows NT 自動インス I ―ルツール「シームレスセットアップ」を使って 
インス I ルできます （ DAC ドライバや GAM ドライバは Mylex ディスクアレイコント□-ラ 
が接続されたマシンのシームレスセットアップで自動的に組み込まれます）。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで r 自動クリーンアップツール」を選択してください。なお、「手動インストール(新 
規インス I -ール)」の r 自動クリーンアップツールをインストールする前に」で記載した内容を 
満足するようにシームレスセットアップ中のセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップではスケジュール設をが行えません。スケジュール設をについては 
後述の自動クリーンアップツールの環境設定や EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド 
羊ュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照し、設をしてくだ 
さい。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 
インストールや操作に関する詳しい手順については、 CD - ROMrEXPRESS 巨 ULDER 」 内に 
あるオンラインド羊ュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照 
してください。 


自動クリーンアツプツールをインストールする前に 

自動クリーンアップツールをインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 


• DAC ドライバが組み込み済みであること 1 

• GAM Server ( GAM ドライバ）が組み込み済みであること * 

• システムのアップデートが終了していること ソ 

36ぺージ (Windows 2000). 53ぺージ (Windows NT ) を参照してください。 卜 

ヴ 

エ 

_ マ_ 

自動クリーンアップツールのインストール手順 "胃 

自動クリーンアップツールのインス I -ールは添 
付 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 をイち用しま 
す 。 Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をドライフ、、(こ 
セット後、 Autorun で表示されるメニューから 
[ソフトウエアのセットアップ]一[自動クリーン 
アップ、ソール]をクリ 、ソク します（またはダイア 
□グボックス上でちクリックすると表示される 
ポップアップメニューから選択します）。じ(降 
はダイア□グボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 




〇オンラインドキュ>ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


/• ソフトウェアの'! 

^ゎットァッ7 ^ 


〇 »7 


NEC 



アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 


自動クリーンアップツールの環境設定 

自動クリーンアップツールのスケジュール起動は Windows 2000 /Windows NT の標準機能 
である AT コマンドのスケジュール機能を利用します。この場合、 schedule サービスが実行 
中でなければなりません。 

schedule サービスの起動はコント日ールパネルの[サービス]をダブルクリ、ソクして表示され 
る[サービス]ダイア □ グボ、ソクスで行います。 

■: • サービスの設をは Administrators 口ーカルグループのメンバであるユーザアカウントで 

ログオンする必要があります。 

• schedule サービスのスタートアップは「自動」に設をしておくことをお勧めします。 
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Array Recovery Tool 


Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコント□-ラに接続されている八ードディ 
スクの状態を監視し、不良八ードディスク ( DEAD 状態)を橫化すると自動的にリビルド、整 
合性チェックを行い、システムドライブを復旧します。 



Express 己800/ I lOEeS ではこのソフトウエアをヴポートしていません。 


Array Recovery Tool のインストールは、 
添付の CD-ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 を 
使用します。インストール終了後に特別な 
設定などをする必要はありません。 

Array Recovery Tool のインストールや動 
作環境の設をについては 
EXPRESS 巨 UILDER 内のオンラインド丰ュ 
メントを参照してください。 
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FastCheck 


Fas に heck は、オプションのディスクミラーリングボードに添付の管理-監視ソフトウエア 
です。 


ディスクミラーリングコント□ーラに接続した八ードディスク（アレイディスク）の監視や状 
態の表示をしたり、万一、異常が起きたときにビープ音やポップアップメッセージの表示な 
どで通知したりします。 


また、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Ve 「.3.4 W 齡との連携によリ、異常が起きたときに 
ESMPRO/Se「ve「Manage「をィンス I -- ルしている管理 PC に アラー ト通報や ALIVE 通報を 
することちできます。 



カスタムインストールモデルでのセットアップ ^ 

卜 

ヴ 

モデルによっては購入時に FastCheck があらかじめインス I -ールされている場合もありま 妻 

す。 編 

FastCheck がインス I ル済みの Express サーバに後から ESMPRO / ServerAgent をインス 
I ルした場合は、 Fas に heck を一度アンインス!ルし、再インストールしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

〜 Express 曰800/ I 1 OEeS をご使用の場合〜 


FastCheck は添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インス I ルツール「シームレスセツトアップ」を使ってインストールでき 
ます。 


シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「 FastCheck 」 を選択してください。 

シームレスセットアップで FastCheck をインストールした場合で、後から ESMPR 0/ 
ServerAgent をインス!■■'―ルした場合は、 Fas に heck を一度アンインストールし、再インス 
卜ールしてください。 


確認事項 

インストール済みの FastCheck について次の点を磕認してください。 

• [スタート]メニユーの[プ□グラム]に [ Promise ] というを前のフォルダが作成されてい 
ることを磕認する。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0の起動後のタスクトレーに、 Fas 1: Check のアイコン 
( 包）が表示されていることを磕認する （ FastCheck は Windows 2000 /Windows NT 
4.0 常駐型のアプリケーシヨンです）。 

• コント□-ルパネルのサービスで 「Promise FastTrak Service 」 が開始されていることを 
磕認する。 
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• FastCheck が起動することを磕認する。 

[ Promise ] フォルダの中から [ Fasttrak ] — [FastCheck Monitoring Utility ] の順に選択す 
るか、タスクトレーの FastCheck アイコン （ @)をダブルクリックすると起動します。 

• FastCheck を起動後、[オプション]-随畑エリアー [ NT システムイベント□グの使開 
がチェックされていること（デフォルト値です）を確認する。 

— "〇 ESMPRO / ServerMana 呂 er をインス! -- ルした管理 PC にディスクミラーリングコン 
卜□—ラに関するアラート通報や ALIVE 通報をずる場合は 、 「Promise Fast Irak 
Log Service 」 び開始されていること、および FastCheck のオプション設定 [ NT シス 
テムイベント□グの使用]びチェックされていなければいけません。 


パスワードの設定 

セ车ュリティ上、 FastCheck を起動する際にパスワードによる磕認ができるよう、パスワー 
ドを登録してください。パスワードは Fas に heck を起動後、[オプション]-[パスワードを 
使用可能にする]を選択すると設をする画面が表示されます。 


運用上の注意 

FastCheck をインス I -ールして運用する上で特にを意していただきたい点について説明しま 
す。 FastCheck で表示される画面についての説明やその他のを意事項じついては、オンライ 
ンド丰ュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.4 JU 降がインストールされている Express サーバに 
FastCheck をインス I ルすることをお勤めします。 ESMPRO と連携したさまざまな管 
理-監視機能を利用することができます作 SMPRO がインス I -ールされていなくても、 
FastCheck の動作には支障がありません)。 

ただし、 ESMPRO は Ver .3.4 じ(降のバージョンを使用してください。 

• FastCheck の設定を変更した場合は、ダイア□グボックス内にある [ Apply ] ボタンをク 
リ、ソクして情報を更新してから終了してください。 

• FastCheck の]: i 下オプションは規を値から変更しないでください。 

- [ NT システムイベント□グの使用] (規定値：チェック） 

-[書き a みキャッシュを使用可能にする](規定値：チェック） 

一[ホットスペア/自動再構築を禁じる] (親を値：チェックなし） 

• ディスクのリビルドやシンク□ナイズ(整合性の磕認)の間もアクセスすることはできま 
すが、処理時間が長<なる場合があります。 

• ESMPRO からは、ディスクミラーリングコント□ーラで制御されている八ードディスク 
は、1台のドライブとして認識されます。また、このディスクミラーリングコント□ーラ 
はディスクアレイではなく、 「 SCSI コント□ーラ」として管理されます。 
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新規インストール 


FastCheck を新規にインストールする場合（または再インストールする場合)は、オンライン 
ド丰ュメント 「 Fas に heck ユーザーズガイド」を参照してください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I -ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効徽ま EXPRESS 巨 UILDER 内にあ 
るオンラインド车ュメント r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定:してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I -ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 


1 . [コント□-ルパネル]の拒 SMPRO / ServerAgent ] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]ボタンをクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 



手動インストール(新規インストール） I 

ヴ 

手動でインス I -ールする場合は、 U 下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 エ 

マ_ 

_ 編 

エクスプレス通報サービスのセツトアップ環境 


エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• メモリ 18.0 M 目上 

• 八ードディスクの空き容量 30.0 M 目上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイ^ルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにごネ目談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウェア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 ( Server/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版に erver / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 JU 降 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウてア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインド车ュメント」を参照し 
てください。 


PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターじ自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 


テープ監視ツールは、 Express サーバに搭載したテープドライブ、ならびに使用している 
テープメディアの状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティを 
インストールすることをお勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視、ソールのサービスを次のように設をしてください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブル クリ、ソク すると起動します。 

• 選択するサービスさ)： TapeAle け Checker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトツプとの対話をサービスに許巧]にチェック 
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サービスに打3り6八16「に116〇1<6「]がない場合は、装置にインス! ルされていません。次の 

r 手動インス I -ール(新規インス I -ール）」を参照してインス I -ールしてください。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス!-ールしてください。詳し 
くはオンラインド羊ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、添付の CD - ROM 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 の夕のディレクトリじ 
PDF ファイルで格納されています。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 2 .pdf 


動作環境 


ノ、ードウエア 

• インス! -- ルする装置 Express 5800/50、100、600シリーズ本体 


• メモリ 500 KBJU 上 

• 八ードディスクの空き容量 2.2 M 目上 

ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 (Service Pack 5]:>(降） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版* 

* 「テープ監視ツール Ver . 1.0」は Windows 2000をサポートしていません。 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT に P 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT 」6.61 for Windows NT (全エディション） 

—己 ackupExec for Windows NT Ver .7.3 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2001 年5月現在）。 


• 内蔵/外が At 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型の DS 3) 
• 内蔵 TRAVAN 
• 外が TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型の DS 4) 


N 8151-28/-34、 N 8551 - 19/-28/-34、 
N 8560-16 

N 8151-29、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 
N 8151-12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 
N 8560 -12/-12 AC 

N 8551-13/-13 AC 、 N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 


アプリケーション 

ドライブ 

AIT 

AIT 集合型 

DAT 

( DDS 3/4) 

DAT 集合型 
( DDS 3/4) 

TRAVAN 

TRAVAN 
集合型 

ARCserve J 6.0 ( SP 3) 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

ARCserve J 6.5 

び 

び 

び 

〇 

び 

び 

ARCserve J 6.61 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

NTBackup 

o 

- 

〇 

- 

〇 

- 

BackupExec Ver 7.3 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇：サポート X: 未サポートー：対象外 
* ARCserve J 6.5 Patch 07 が/必要 


インストール手順 


添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリにある！ " Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動して<ださい。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 

W 降は画面に表示されるメッセージじ従ってください。詳しくはオンラインド车ュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを磕認してください。前ページの「力 
スタムインス I -ールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 in ロァイルは rc : 
¥ Program ドお5¥下3。6八16け加6〇1<6「¥0:「1.1口11です（デフォル トの設定でインストールした 場 
合）。設定の詳細についてはオンラインドキュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BTO (ビルド•トウ•才ーダー)でインス! -- ルされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 じ 
ついて説明します。 

I n-O Express 5800/ I lOEeS ではこのソフトウェアをサボートしていません。 


■I ： ビルド-トウ•才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
「己7^ トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO / UPSController のセツトアップ 


Express サーパのモデルの中には化荷時に rESMPRO / UPSController 」 がインス I — ル済み 
の場合がありますが、設を値はデフォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 
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ESMPRO / UPSController ヴービス ( SP 0 C-I Service ) の起動 

[サービスコント□ールマネージャ]を開き、 [ SP 0 C-I Service ] を開始してください。 
すでに、に P 0 C-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SP 0 C-I Service が起動後、約1分じ(上経過してから次の方まで動作を磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行って<ださい。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設を変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常 
に起動していることを磕認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記(こより表示されたイベントの中か6[ソース]さ)がに P 0 C-I Service 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、じ(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信エラー(無応答） 

このイベントがを在した場合、この後の「設定変更」を参照して ESMPR 0/ 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 


「磕認1」で r 正常」を磕認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを磕認し 
てください。 


1 . [スタート]メニユーの[プ□グラム]- [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController 巧-シ'、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い。 

2. [UPSController マトグト]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の值( V )」 、 「商用最\電圧の値( V )」 、 

「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の值( V )」 、 「商用最^」\電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の r 設定変更」を参照して ESMPRO/UPSController の設定を変更してください。 


設定変更 

r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を 
を変更してください。 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPROJJPSController ] - [UPSController マネ-シ'、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い。 


2. [UPSController 巧-シ''りのメニューバーより、[設定]-働作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表 7]^ し、を鼓定内容を確認する。 


コンピュータと UPS の通信を行う COM 
ポート番号を正しぐ設定ずる。 


使用する UPS を正しく設定する。 

リジェント UPS I-UPS PRO 
(型番： N8580-28/29/28AC/29AC) 
インテリジェント UPS BP-XI 
(型番： N8580-27/27A) 

インテリジェント UPS BP-XI-RM 

(型番： N8542-07/08 /1 2/07AC/08AC) 
インテリジェント UPS BP-XC 
N8580- 19/20) 

ESMPRO/AutomaticRunningController と連 
携して使用する場合に r する」を設定ずる。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 

3. 正しく設定した後、 [UPSController 巧-シ''りのメニューバーより、[ファイル]-[上書き保存]を 
選択し、設定を保をする。 

4. [コント□-ルパネル]の[サービス]を開き、 [ SP 0 C-I Service ] を再起動する。 

己.前ページの動作確認をする。 



SNMP エージェント： 


P シャットダウン利御-™"~— 

厂 


0 S シャットダウン f を留時間： 

巧 

イペントコマンド巧ち合わせ時間： 

厂 i 

お 


キトンセル J 


230 




























新規インストール 

ESMPRO/UPSController Ve 「2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインストール 


現在〕ンピュータにインス I -- ルされている ESMPRO/UPSController をアンインス I -- ル 
してください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールは、「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta け up 」の CD - ROM と 
rESMPRO/UPSController Ve 「.2. 1 ( UL 1 047-401) 」の Key-FD (羊ーディスク）を使ってアン 
インストールしてください。 

ESMPRO/UPSControll がのアンインス I ルについての詳細は、另! I 冊の ESMPR 0/ 
UPSController の r セットアップカード」を参照してください。 

アンインス I -ール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インス I ル 

ESMPRO/UPSController のインストールは、 rExp 「 essSe 「 ve 「 Sta 「 tup _^ CD-ROMch 
rESMPRO/UPSController Ver 2.1( UL 1047-401) 」の Key-FD (丰ーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 
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アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □— カルグループ(こ所属するユーザーで□グオンする。 

2. 安全のためじ、必要最ル限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3. 「スタートメニュ ー」一 r 設定」 一 r コント□-ルパネル」一けービス」で次のサービスを停止する。 

• SP 0 C-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 


4. 「 ExpressServerSta け up 」 の CD - ROM を CD-ROM ドライブに、 rESMPRO/UPSController 
Ver 2.1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーデイスク）をフ□、ソピーデイスクドライブじセ、ソトする。 


已. 「 ExpressServerS ねけ up 」 CD - R 0 M の中じある「 SETUP . EXE 」 を起動する。 
ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 

6 . アップデート完了後、システムを再起動する。 
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7. 再起動後、 ESMPRO / UPSController マネージャを起動し、 ESMPRO / UPSController のバージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


W 上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■11J/ 已 .2 J 


BTO (ビルド-トゥ-才ーダー）でインストールされる PowerChute plus Ver .5.11」/5.2 J に 
ついて説明します。 

pi ： ビルド-トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

Express サーバのモデルの中には化荷時に 「PowerChute plus ] がインス トール済みの場合が 
あります。ただし 、 PowerChute p / LAS はデフォルト値の状態でインストールされています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセットアップしてください。 

ソ 

- フ 

PowerChute p / i / s ヴービス ( UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 と 

ヴ 

[コント □-ルパネル]のけービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 去 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 編 
ままでかまいません。 [コント □ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute 戶心 s Service が起動後、約1分 t (上経過してから次の方まで動作を 
磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「確認2」の両方とち行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で PowerChute 戶 / las が正常に起動 
していることを磕認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]をが rups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

〔異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントがを在した場合、この後の r 設定変更」を参照して PowerChute pluscm 
定を変更して < ださい。 

■ 確認2 PowerChute り/ as の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 
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[スタート]メニユーの[プ□グラム]— [ PowerChutePLUS ] — [ PowerChutePLUS ] を起動する。 
起動方法の詳細は PowerChu お plus の[インス トールガイド」を参照してください。 


2. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の r 設定変更」を参照して PowerChute の設定を変更して<ださい。 


設定変更 

r 動作磕認」の r 磕認 1 」、または r 磕認 2 」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を 
を変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方まの詳細は 、 PowerChute iO / us の「オンラインヘルプ」、または PowerChute p / us に添付 
の r ユーザーズガイド」を参照して < ださい。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメこューバーより、[構规一随信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 
を表示し、を設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] ボタンをクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[シス 
テム]一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 

新規インス I -ール 

PowerChute 戶 /las の 新規 インストール（再インストール）については、 PowerChute plus に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

Express サーバをネットワーク上から管理するための r 管理 PC」 を構築するために必要なバンドルソフト 
ウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO/ServerAgent がインスI―ルされた Express サーバをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、 EXPRESS 目 UILDER にバンドルされている ESM PRO / 
36「ソ6「1\/1311396「をお使いください。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細についてはオンラインド丰ユメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO/ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキユメン 

卜で説明されています。添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキユメン 
卜 「 ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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Global Array Manager Client 


Global Array Manager (GAM) Client は、 GAM Server と連携して Mylex ディスクアレイシ 
ステムを監視し、グラフィカルな画面で簡単に管理や操作をすることができます。 



Express 己800 / nOEeS ではこのソフトウエアをヴポートしていません。 


GAM Client の動作環境については、 EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンラインド车ユメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 GAM の 
操作方まについては、 CD-ROMrEXPRESS 巨 UILDER」 内にあるオンラインド车ユメント 
「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に GAM Client があらかじめインストールされている場合もありま 
す。 GAM Client がインスI—ル済みの Express サーバに後から ESMPRO/ServerManager 
をインストールした場合は、環境設ををし直してください。環境設ちじついては後述の GAM 
Client の環境設定や CD-ROMrEXPRESS 目 UILDER」 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」じ記載しています。 

購入時、 Express サーバにインスIル済みの GAM Server の設定内容については CD-ROM 
「EXPRESS 目 UILDER」 内のオンラインド羊ュメント 「Global Array Manager Client インス 
トレーシヨンガイド」に記載しています。 
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シームレスセツトアップを使ったセツトアップ 


GAM Client は添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I -ールでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設をするダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。なお、シームレスセットアップ 
で TCP / IP の設定をするようにセットアップ情報を設定してください。 

シームレスセットアップで GAM Client をインストールした場合で、後から ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「をインストールした場合は、環境設ををし直してください。環境設をじつい 
ては後述の GAM Client の環境設定や EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンラインド丰ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インス I -- ルに関する詳しい手順については、 EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド 
车ユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
また、 GAM の操作方まじついては、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 内にあるオンラインド 
羊ュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 


GAM Client をインス I ルする前に 

GAM Client をインス I -ールするときは、次の準備が必要です。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• Windows 2000 /Windows NT のシステムにインストールする場合は Administrators グ 
ループで□グオンしていること 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインス I -- ルが完了していること作 SMPRO との連携を行 
う場合のみ） 

• マウスまたはその他のポインティングデバイスが使えること 
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GAM Client のインス I ル手順 


GAM Client のインス I ルは添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 を使用します。 

Windows 2000 - Windows NT 4.0 • Windows 
95/98 /Me では EXPRESSBUILDER の CD - 
ROM をドライブにセット後、 Automn で表示さ 
れるメニューから [ ESMPRO ]- [関連ユーティ 
リテイ メニューへ ]— [Global Array Manager ] 
の順にクリックします。ここで表示される[セッ 
トアップオプシヨンの選択]ダイア□グボ、ソクス 
の ！: GAM Client インス!ル]をチェックし、 
[次へ]ボタンをクリックし、じ(降はダイア□グ 
ボックス中のメ 、ソ セージに従ってインストール 
してください(をダイア □ グボ、ソクスでの推奨す 
る操作をヒントにまとめています）。 


回 



n-O • Windows 2000 /Windows NT のシステムにインス I ルずる場合、インス I ル 
信堇3 時は Administrators グループで□グオンしてください。 

• 本装置の他に GAM Server をインス I ルしたマシンをお使いの場合はオンラインド 
キュメント 「Global Array Manager Client インストレーションガイド」を参照して 
<ださい。 

• Windows NT 3.己1をお使いの場合は、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド 
キユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照して 
<ださい。 


，|: • [Setup Complete ] ダイアログボックスが表示された場合はチェックボックスのチェッ 

クをすべてはずして [ Finish ] ボタンをクリックしてください。 

• [セットアツプの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager [ x . xx ] の環境設をを 
行ないます]はチェックしてください。 
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GAM Client の環境設定 

GAM Client をインストールしたら、ここで説明する手順に従って環境設定をします。 


ESMPRO との連携のための環境設定 

GAM Client は、 ESMPRO と連携させることで、 ESMPRO の統合ビューアのメニューから 
GAM Client を起動できるようになります。 

ESMPRO と連携するための環境設をは、次の場合に必要です。 

「ヒント I • GAM Client のインストール時に環境設をを行わなかったとき 

• GAMCient の後に ESMPRO/ServerManager をインストールしたとき 


GAM Client と ESMPRO を連携させるための環境設定は r コンフイグウイザード」を使いま 
す。「コンフイグウイザード」は Global Array Manager の環境設定を行うためのプ□グラム 
であり、起動すると ESMPRO と連携するための環境設定を自動的に行います。「コンフイグ 
ウイザード」は 、 GAM Client のインス I -- ル先のディレクトリじある rconfigwz . exe 」 を起動 
することで動作します。 


シヨートカットの作成についてく Windows NT 4.0、 Windows 9 己/98のみ> 

通常は、プ□グラムメニューから GAM Client を起動してください。 

新たに GAM Client のショートカットを作成するときは、プ□グラムメニューにあるショー 
トカットを コピーして ください。 

エクスプ□ーラなどから GAM Client のショートカットを作成したときは、ショートカット 
のプ□パティを JU 下のように修正してご使用ください。 

• リンク巧の内容 

<インスト-ルハ。 X >¥ winact.exe / file 二くインスト-ルハ。 x >¥ gam 2 cLact 
例） 

(変更前)" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後）" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ winact . exe " / 刊 e 二 C :¥ P 「 og「am Files 
¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cLact 

• アイコンのファイル名 

くインスト-ル A ° ：^>¥ gam 2 cLico 
例） 

(変更前)" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後)" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cLico " 

— "〇 Windows NT 3 .日 1 に GAM Client をインス I ルした場合のアイコンの作成方法に 
ついては CD-ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインドキユメント 「Global 
Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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